
１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

89 105
90 100

77 114
68 84

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

136 79

113 115

116 73

72 135

96 82

91 125

115 94

96 98

98 233

110 99

66 125

44 90

61 106

50 119

274 81

59 133

117 83

92 109

100 108

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 1,013,687 618,916 1,632,603 240,024,828

加工野菜 8,720 6,084 14,804 1,261,704

花き

その他

冷凍食品

計 1,022,407 625,000 1,647,407 241,286,532

一般果実 451,161 563,157 1,014,318 159,998,810

加工果実 1,129 11,799 12,928 1,616,274

その他

冷凍食品

計 452,290 574,956 1,027,246 161,615,084

1,474,697 1,199,956 2,674,653 402,901,616

410,774,858

合計 329,983,440 732,885,056

果
 
 

実

153,800,864 313,799,674

6,694,250 8,310,524

160,495,114 322,110,198

169,488,326

 種       類
数  量 （ｋｇ） 金額（円）

買付 計

野
 
 

菜

167,388,649 407,413,477

2,099,677 3,361,381

1,814

バナナ

原油価格の高騰もあり、バナナの原価も上昇してきています。入荷状況も
中国との引き合いも強く、減少傾向で進んでいます。 277 173

実

いちご

11・12月の前進出荷の影響により、1番果と2番果の谷間が大きくひらい
た。数量減・単価高で推移。 27

229

サンふじ

産地在庫が少ない事から基本的には単価高で推移。しかし、今月に入り
下等級の出荷が多くなり、先月よりは数量増・単価安となった。 52 313

果

いよかん

本年の出荷量は前年並みの予想でしたが、２L・L中心の小玉傾向となっ
ており、２～３割減少予定。食味・品質は良い。 36

みかん

和歌山県産中心の入荷。食味・品質ともに良好でした。M・S中心の入荷
で数量減・単価高で推移。 333 242

たまねぎ

北海道産は小玉傾向で数量は少ない状態
雪の影響で中旬頃まで入荷が遅れた
新玉葱（静岡）は下旬頃に少ない状態が続いた

265 182

菜

きゅうり

高知中心の入荷。燃油高から加温控えも一部あるが、天候良く概ね安定
出荷であった。コロナ再流行で業務低迷。量販も大々的な売りも無く、中
旬まで動き鈍いが下旬入荷減で単価持ち上げ。

70 338

78

88

愛知県産の販売。年末年始の冷え込み、低温・干ばつの影響で中旬より
若干少ない入荷続く。小さな結球も見受けられやや小玉傾向。加工キャ
ベツの出回りもあり価格は低迷。

224 80
キャベツ

主 要 品 目 市  況  の  概  要 入荷数量

野

にんじん

愛知県産の販売。前年は関東産地の前進出荷・残留も少なく高値推移も
本年は関東・九州産地の出回りもあり潤沢入荷。２Ｌ比率高く平均単価を
押し下げ。月を通して安値安定。

158

だいこん

千葉県産中心の販売。低温、干ばつにより生育が抑えられ、２Ｌ中心では
あるがＬ比率高まる。Ｍ品比率も高く単価押し下げ。上旬の雪に影響もあ
り荷動き鈍く、価格は前年を下回った。

179

果
実

1月の中心商品は、ミカン・いちご・りんご・柑橘類でした。ミカンは前年に比べ多くない為、相場は堅調維持。リンゴも同
様。いちごは1番果と2番果の谷間に入り、全国的に数量減・単価高で推移した。外果の方は円安の影響もあり、原価が上
昇している。

1,031 290

231

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表（4年 　1月分）

種類 市  況  の  概  要 入荷数量

1,642

野
菜

本年1月の野菜全体の価格については、内容的には先月同様の展開であった。大根、白菜、キャベツ、白ねぎ等露地重
量野菜は先月に引き続き安値が継続。レタス、ブロッコリー等の洋菜類については冬場の厳寒期ということで例年通り高
値基調で推移。果菜類については上、中旬は大きな変動もなく持合い基調であったが、下旬の入荷減により価格は上向
いた。玉ネギ、馬鈴薯等の土物類は前月に続き高値基調継続であった。野菜全体の入荷量は前年比９０％単価１０５％
先月に引き続き土物類の入荷量減、単価高が大きく影響した月であった。


